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lJa-4　　　空調機フィルターの抗菌性 に関す る研 究

○今井恵子＊土肥友恵＊田中辰明＊＊( ＊お茶女大･院、＊＊お茶女大)

【目的】
今日、居住環境における空調管理は必要不可欠なものとなりつつある。空調機で空調
する際には室内の空気を循環させるのが一般的であるが、空気が微生物に汚染されて
いる場合、空調フィルターに付着、生育しさらに空気が汚染されてしまう可能性が考
えられる。近年フィルター自体に抗菌加工を施し、微生物の生育を防ぐものが出てき
た。そこで本研究は空調フィルターの抗菌性について２つの試験を用いて検討を行っ

た。
【方法】
酵素加工が施してあるフィルター(加工フィルター)ならび酵素処理をしていない無加
工フィルターを試験体とした。供試菌としてS. aureus を初めとする細菌３種、酵母
C. albicansの計４種を使用した。①液体培地、②1/20の濃度の液体培地を用いて作製
したものを試験菌混濁液として試験体に接種。18 時間培養後、生菌数を測定および評
価を行った。
【結果】
無加工フィルターは①、②の試験方法ともに生菌数は増加した。よって無加工フィル
ター自体に抗菌力はないと認められた。加工フィルターに関しては①では４種とも生
菌数が減少したが、②では細菌２種のみ生菌数の減少が認められた。これは①の濃度
が②よりも低く、栄養分が少ないためと推察された。以上のことから加工フィルター
は抗菌性を有すことが明らかとなった。
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内断熱構 造 とカ ビの発 生

（お茶大　生活科学部）、

目的　わが国では外断熱構造の住宅は昭和4  9年頃から紹介され建設はされてきたがな
かなか普及しなかった。どのような問題点があるのか、外断熱構造が本当に内断熱構造
と比較して優れているのか調査することを目的とした。
方法　１００軒を越える北海道、長野の外断熱を施した住宅を対象にアンケート調査を
行い、その内のいくっかで、空中浮遊真菌、落下真菌を調査した。一方内断熱の住宅に
ついても同様の調査を行い比較を行った。
結果　カビの発生は住宅の断熱材の位置だけでなく生活の方法の影響も受ける。特に寒
地の場合、冬期に洗濯物が外に干せないことから、室内に干す習慣がある。暖房設備が
石油やガスの直燃焼を行っている住宅、風呂の水を常時抜かない住宅では折角外断熱を
施していても真菌が多く検出される場合もあった。しかし一般に外断熱の住宅の方が内
断熱の住宅より真菌数が少なかった。アンケートの回答で「外断熱を施した方が以前よ
りカビが増えた」と回答するものもあった。期待に反した回答が寄せられた住宅には訪
問調査を行い真相を究明した。このような回答を得た外断熱住宅では建物全体が外断熱
されておらず、一部に無断熱の部分が残っていることが判明した。当然このような部分
が熱的に弱く結露を生じ、カビが発生していた。まだわが国では完全に外断熱が施され
た住宅の数は少ない。外断熱工法は建物全体を断熱材で覆うと同時に暖房設備も水蒸気
を発生させない仕様で設備する必要がある。
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